
平成22年3月期 第2四半期決算短信 

平成21年11月13日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 児玉化学工業株式会社 上場取引所 東 

コード番号 4222 URL http://kodama-chemical.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 石井 健

問合せ先責任者 （役職名） 経理部長 （氏名） 小林 亜夫 TEL 03-3834-0511
四半期報告書提出予定日 平成21年11月13日

配当支払開始予定日 ―

1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 6,542 △31.2 △453 ― △426 ― △505 ―

21年3月期第2四半期 9,509 ― 153 ― 74 ― 94 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △16.84 ―

21年3月期第2四半期 3.14 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 14,106 1,267 5.7 26.68
21年3月期 14,795 1,648 8.3 40.87

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  800百万円 21年3月期  1,226百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 0.00 0.00

22年3月期 ― ―

22年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,520 1.5 △200 ― △210 ― △370 ― △12.33

－1－



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述についてのご注意) 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は、様々な要因により異なる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 30,154,411株 21年3月期  30,154,411株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  151,367株 21年3月期  142,996株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 30,006,822株 21年3月期第2四半期 30,024,267株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年の金融危機により悪化した景気は、一部で底入

れの兆しが見られるものの、企業収益・設備投資の減少、雇用情勢の悪化、個人消費の低迷など依然とし

て厳しい状況で推移いたしました。 

一方、中国を始めとするアジア経済では、在庫調整で激減していた生産もようやく回復の兆しが見られ

るものの、前年同期に比べ低い水準で推移いたしました。 

このような事業環境下、当社グループは、経営資源の集中化を図り、生産効率化によるコスト削減に努

めてまいりましたが、依然として厳しい状況が続いております。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は65億42百万円（前年同期比31.2%減）、営業損

失は4億53百万円（前年同期は営業利益1億53百万円）、経常損失は4億26百万円（前年同期は経常利益74

百万円）、四半期純損失は5億5百万円（前年同期は四半期純利益94百万円）となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

自動車部品部門においては、在庫調整の進展やエコカー減税等の景気刺激策などにより一部に回

復の兆しが見られるものの、本格的な生産回復には程遠く、大幅な減収となりました。 

住宅関連製品部門においては、新設住宅着工戸数に回復の兆しが見えないまま推移しており、ま

た雇用情勢の悪化から個人消費が低迷している影響もあり、新設住宅着工が見送られたことで、当

社もこの影響を受け、減収となりました。 

この結果、売上高は63億17百万円（前年同期比33.6%減）、営業損失は4億11百万円（前年同期は

営業利益1億5百万円）となりました。 

押出加工機器部門においては、設備投資の伸びが鈍化し、成形加工機械部門においては、受注を

手控えたことにより、大幅な減収となりました。 

この結果、売上高は2億24百万円（前年同期比48.1%減）、営業損失は41百万円（前年同期は営業

利益は47百万円）となりました。 

  
  

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は141億6百万円（前連結会計年度末比6億89百万円減）となりま

した。 

資産では、流動資産が受取手形及び売掛金の減少等により16億51百万円減少し、固定資産が減価償却費

等による減少があったものの、新工場建物の取得があり、9億65百万円増加しました。 

負債では、流動負債が短期借入金の減少等により3億77百万円減少し、固定負債が長期借入金の減少等

があったものの、リース債務の増加等により69百万円増加しました。 

純資産では、四半期純損失の計上等により3億81百万円減少しました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べ8億35百万円減少し、11億31百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果得られた資金は、2億54百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失

を計上したものの、減価償却費と売上債権の大幅な減少等によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は、5億31百万円となりました。これは主に、投資有価証券の売却による

収入があったものの、固定資産の取得による支出等によるものであります。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

 (1) プラスチックス成形品関連事業

 (2) 機械装置関連事業

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況

(2) キャッシュ・フローの状況
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(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果使用した資金は、5億81百万円となりました。これは主に、短期借入金及び長期借入金

の返済による支出等によるものであります。 

  
  

通期の業績見通しにつきましては、内外の在庫調整に進展は見られるものの、依然として世界経済の減

速感は根強く、企業収益、設備投資や雇用情勢等は引き続き不透明な状態で推移しております。 

これらの状況を踏まえ平成21年9月30日に通期の業績予想を修正しており、現時点でその業績予想に変

更はございません。 

  
  
  

該当事項はありません。 

  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

該当事項はありません。 

  

① 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

通常の販売目的で保有するたな卸資産につきましては、主として先入先出法による原価法に  よ

っておりましたが、原価計算システムの導入により、総平均法によるより適正な在庫評価計算が可能

になったことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

なお、前第２四半期連結会計期間に変更後の評価基準及び評価方法を適用した場合の当該期間の影

響額については、前連結会計年度末より、原価計算システムを導入しているため、算定が困難になっ

ており、記載しておりません。 

  
  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 ・簡便な会計処理

 ・四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,131,093 1,966,794

受取手形及び売掛金 2,395,375 2,920,959

商品及び製品 288,540 258,313

仕掛品 185,510 251,301

原材料及び貯蔵品 536,761 593,483

その他 712,564 910,734

貸倒引当金 △6,641 △7,240

流動資産合計 5,243,204 6,894,347

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,561,666 3,601,373

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,666,264 △2,596,345

建物及び構築物（純額） 2,895,401 1,005,027

機械装置及び運搬具 6,334,734 5,604,337

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,252,428 △4,162,442

機械装置及び運搬具（純額） 2,082,305 1,441,895

土地 2,656,939 2,637,749

建設仮勘定 187,031 1,968,162

その他 1,747,700 1,251,721

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,107,502 △949,310

その他（純額） 640,198 302,411

有形固定資産合計 8,461,876 7,355,245

無形固定資産   

のれん 802 962

その他 95,750 93,570

無形固定資産合計 96,552 94,532

投資その他の資産   

その他 471,484 615,206

貸倒引当金 △171,286 △171,506

投資その他の資産合計 300,197 443,699

固定資産合計 8,858,626 7,893,478

繰延資産 4,784 7,934

資産合計 14,106,616 14,795,759
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,113,043 3,150,393

短期借入金 6,009,925 6,325,899

未払法人税等 48,016 155,095

賞与引当金 81,353 －

その他 1,426,229 1,424,638

流動負債合計 10,678,568 11,056,026

固定負債   

社債 － 250,000

長期借入金 1,570,569 1,661,261

退職給付引当金 63,026 58,614

役員退職慰労引当金 14,143 45,900

その他の引当金 4,294 4,950

その他 508,716 70,034

固定負債合計 2,160,750 2,090,759

負債合計 12,839,318 13,146,786

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,021,032 3,021,032

資本剰余金 1,017,451 1,017,451

利益剰余金 △2,768,207 △2,262,989

自己株式 △15,753 △15,273

株主資本合計 1,254,523 1,760,221

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △41,782 △12,210

繰延ヘッジ損益 △1,968 △2,574

為替換算調整勘定 △410,191 △518,844

評価・換算差額等合計 △453,942 △533,628

少数株主持分 466,715 422,381

純資産合計 1,267,297 1,648,973

負債純資産合計 14,106,616 14,795,759
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 9,509,532 6,542,139

売上原価 8,353,212 6,195,060

売上総利益 1,156,319 347,078

販売費及び一般管理費 1,002,662 800,621

営業利益又は営業損失（△） 153,657 △453,542

営業外収益   

受取利息 1,412 3,118

受取配当金 104 2,421

有価証券売却益 － 91,377

その他 36,330 40,190

営業外収益合計 37,847 137,108

営業外費用   

支払利息 57,602 76,575

その他 58,989 33,596

営業外費用合計 116,591 110,171

経常利益又は経常損失（△） 74,913 △426,606

特別利益   

固定資産売却益 171,635 1,431

貸倒引当金戻入額 868 633

その他 － 749

特別利益合計 172,503 2,815

特別損失   

固定資産売却損 8,912 55

固定資産除却損 2,209 7,354

貸倒引当金繰入額 3,231 －

関係会社株式評価損 － 14,802

関係会社支援損 － 20,000

その他 653 375

特別損失合計 15,006 42,587

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

232,411 △466,378

法人税、住民税及び事業税 101,615 22,310

過年度法人税、住民税及び事業税 － △11,480

法人税等調整額 △39,056 2,122

法人税等合計 62,558 12,952

少数株主利益 75,458 25,886

四半期純利益又は四半期純損失（△） 94,393 △505,217
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

232,411 △466,378

減価償却費 296,603 360,562

繰延資産償却額 9,766 3,362

のれん償却額 1,667 160

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

△2,030 △28,881

前払年金費用の増減額（△は増加） 21,491 39,400

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,738 △1,082

賞与引当金の増減額（△は減少） 26,476 81,353

その他の引当金の増減額（△は減少） △26,420 △946

受取利息及び受取配当金 △1,517 △5,540

支払利息 57,602 76,575

為替差損益（△は益） △2,051 771

固定資産除売却損益（△は益） △160,513 5,978

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） － △91,377

関係会社株式評価損 － 14,802

関係会社支援損 － 20,000

売上債権の増減額（△は増加） 217,857 636,990

たな卸資産の増減額（△は増加） △132,125 107,243

仕入債務の増減額（△は減少） △87,581 △99,650

その他 △105,249 △199,385

小計 348,124 453,957

利息及び配当金の受取額 5,875 5,765

利息の支払額 △57,623 △82,242

法人税等の支払額 △56,497 △123,452

営業活動によるキャッシュ・フロー 239,878 254,028

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,605,943 △1,611,707

有形固定資産の売却による収入 195,580 622,810

投資有価証券の取得による支出 － △222,349

投資有価証券の売却による収入 － 674,134

貸付けによる支出 △30,300 △6,690

貸付金の回収による収入 58 161

その他 11,710 11,859

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,428,895 △531,779
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,829,157 △396,800

長期借入れによる収入 1,150,000 126,000

長期借入金の返済による支出 △328,558 △213,703

自己株式の取得による支出 △1,091 △479

少数株主への配当金の支払額 △33,082 －

その他 △29,449 △96,790

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,586,975 △581,773

現金及び現金同等物に係る換算差額 △35,005 23,823

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 362,953 △835,701

現金及び現金同等物の期首残高 983,275 1,966,794

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,346,228 1,131,093

児玉化学工業㈱ (4222) 平成22年３月期 第２四半期決算短信

－9－



該当事項はありません。 

  

  

 
  
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

 (1) プラスチックス成形品関連事業……住宅関連製品・自動車部品・冷機部品・スーツケース 

 (2) 機械装置関連事業……三次元トリミング機・フィードブロック・フラットダイ 

３ 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １ 会計処理の原則及び手続の変更

 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更」に記載のとおり、たな卸資産の評価方法を主として先入先 

 出法による原価法（貸借対照表価額については収益の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しておりま 

 す。これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益がプラスチック 

 ス成形品関連事業で7,205千円少なく計上されております。 

  

  

 
  
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

 (1) プラスチックス成形品関連事業……住宅関連製品・自動車部品・冷機部品・スーツケース 

 (2) 機械装置関連事業……三次元トリミング機・フィードブロック・フラットダイ 

３ 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １ 会計処理の原則及び手続の変更

 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更」に記載のとおり、たな卸資産の評価方法を主として総平均 

 法による原価法（貸借対照表価額については収益の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)

プラスチック
ス成形品関連
事業 
 (千円)

機械装置
関連事業 
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

9,076,283 433,249 9,509,532 ― 9,509,532

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 1,588 1,588 (1,588) ―

計 9,076,283 434,837 9,511,120 (1,588) 9,509,532

営業利益 105,697 47,959 153,657 ― 153,657

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

プラスチック
ス成形品関連
事業 
 (千円)

機械装置
関連事業 
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

6,317,244 224,895 6,542,139 ― 6,542,139

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 2,167 2,167 (2,167) ―

計 6,317,244 227,062 6,544,307 (2,167) 6,542,139

営業損失 411,934 41,608 453,542 ― 453,542
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(注) １ 国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

  アジア：台湾、中国、タイ 

３ 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １ 会計処理の原則及び手続の変更

 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更」に記載のとおり、たな卸資産の評価方法を主として先入先 

 出法による原価法（貸借対照表価額については収益の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しておりま 

 す。これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失が日本で7,205千

 円多く計上されております。 

  

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

  アジア：台湾、中国、タイ 

３ 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １ 会計処理の原則及び手続の変更

 (1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更」に記載のとおり、たな卸資産の評価方法を主として総平均 

 法による原価法（貸借対照表価額については収益の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

  

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)

日本 
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

6,065,166 3,444,366 9,509,532 ― 9,509,532

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

53,511 10,498 64,009 (64,009) ―

計 6,118,678 3,454,864 9,573,542 (64,009) 9,509,532

営業利益(又は営業損失(△)) △198,155 355,158 157,003 (3,345) 153,657

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

日本 
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

4,597,593 1,944,546 6,542,139 ― 6,542,139

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,449 9,895 12,345 (12,345) ―

計 4,600,043 1,954,442 6,554,485 (12,345) 6,542,139

営業利益(又は営業損失(△)) △520,043 53,984 △466,059 12,516 △453,542
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(注) １ 国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

  アジア：台湾、中国、タイ 

  その他の地域：アメリカ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的接近度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

  アジア：台湾、中国、タイ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

  

【海外売上高】

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)

アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 3,481,028 15,669 3,496,697

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― 9,509,532

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

36.6 0.2 36.8

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

アジア 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 2,024,681 2,024,681

Ⅱ 連結売上高(千円) ― 6,542,139

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

30.9 30.9

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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